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災害情報確認
【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認
●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認

防災・防犯に関する情報をメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

　登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。
　問合せ 防災対策課　(4階) ☎(36)7580、 (20)1602

右のQRコードを読み取るか、下記メールアドレスに空
メールを送信後、返信されたメールに記載されている手順
に従って登録してください。
　touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

（通話料無料）

SPOT スポット

津軽三味線高橋流　�
� 佐藤　栄子さん（86歳）

民謡とともに民謡とともに
　　　　 半世紀　　　　 半世紀

　津軽三味線民謡を始めて49年の佐藤栄子さ
ん。38歳の時、友人に誘われ市内の教室で民
謡を習い始めました。その教室で初めて津軽
三味線と出会い、「独特の力強い音色と唄を聴
いたときは、しびれるほど感動しました」と、
一瞬で心を奪われたそうです。
　それから練習を重ね4年、「日本郷土民謡協
会関東大会」で優勝したことをきっかけに、
本格的に津軽三味線を習うことを決意。昭和
54年に津軽三味線高橋流に入門し、週に1回東
京浅草の家元 故高橋祐次郎氏の元で稽古に励
みました。昭和61年には名取となり、家元と
当時お世話になった民謡歌手の浜さち代さん、
そして自身の名前（栄子）から1文字ずつとっ
た、「高橋祐

ゆ

さ栄
え

」という名をいただいた佐藤
さん。その後も各種大会で好成績を収め、日

本郷土民謡協会公認教師にも認定されました。
　現在は、千葉県房総民謡文化協会など複数
の協会に所属し大会に出場する傍ら、自身が
会主を務める「祐さ栄会」でのお弟子さんた
ちへの稽古や、市内福祉センターなど6つの民
謡教室での指導など精力的に活動されていま
す。
　佐藤さんが習得した民謡は200を優に超え、
さらに大会に出向くたびに全国各地の民謡を
覚えてはお弟子さんや生徒に教えているそう
です。佐藤さん自身も茂原に伝わる「ちけな
節」を「この土地の唄だから大切に残したい」
とさまざまな会で披露し普及に努めています。
　「津軽三味線民謡はダイナミックで聞くと勇
気が出る。これからも体が動く限り続けてい
きたい」と語ってくれました。

《内科系》 《外科系》

9月 6日㊐ 宍 倉 病 院
☎（24）2171

宍 倉 病 院
☎（24）2171

9月13日㊐ 東 部 台 医 院
☎（22）2455

鎗田整形外科医院
☎（24）8686

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
消防本部☎（24）0119、（25）8448へ問合せください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ☎０１２０（４３８）１１９
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救急安心電話相談　　実施：千葉県
医療機関に受診するか迷ったとき、救急車を呼ぶか迷ったときにご相談ください。

（プッシュ回線・携帯電話）
＃７００９ ☎03（6735）8305

（ダイヤル回線）
相談日時

平日・土曜18時～翌6時
日曜・休日 ９時～翌6時

☎043（242）9939
（ダイヤル回線）
相談日時

毎日19時～翌6時




